
年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科7 年度  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 4 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

○ ○ ○ 7

○ ○ 1

評論「本当の自分」幻想
【知識及び技能】
　文章の意味は、文脈の中で形成さ
れることを理解することができる
【思考力、判断力、表現力等】
文章の構成や展開、表現の仕方、表
現の特色について評価することがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに、生涯にわたって読書に親し
み自己を向上させ、言葉を通して他
者や社会に関わろうとする。

・指導事項
主題に至る論の構造を把握し、主張
に説得力を持たせるための論の展開
について考える。「自分」への理解
を深める。
・教材/「本当の自分」幻想
・授業ファイル・ノート・国語便
覧・常用漢字練習・一人１台端末の
活用　等 ○

【知識・技能】文章の意味は、文脈の中で形
成されることを理解している。
　【思考・判断・表現】「読むこと」におい
て、文章に表れているものの見方、感じ方、
考え方を捉え、内容を解釈している。
【主体的に学習に取り組む態度】積極的に自
らの作品世界を構築し、学習課題に沿って話
し合いに参加しようとしている。

○ ○ ○ 8

定期考査

○ ○ ○ 7

小説「夢十夜」
【知識及び技能】常用漢字を文や文
章の中で活用する。
【思考力、判断力、表現力等】文章
を読み、自分の意見や考えを論述す
る方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに、生涯にわたって読書に親し
み自己を向上させ、言葉を通して他
者や社会に関わろうとする。

・指導事項
目的や意図に応じて書かれているか
などを確かめて，文章全体を整えた
り，読み手からの助言などを踏まえ
て，自分の文章の特長や課題を捉え
直したりすること。
・教材/「夢十夜」
・授業ファイル・ノート・国語便
覧・常用漢字練習・一人１台端末の
活用　等

○

【知識及び技能】常用漢字を文や文章の中で
活用できている。
【思考力、判断力、表現力等】文章を読み、
自分の意見や考えを論述する方法を学び、理
解している。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、
生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ
せ、言葉を通して他者や社会に関わろうとし
ている。

思 態
配当
時数

１
学
期

評論「生きもの」として生きる
【知識及び技能】
　文章の意味は、文脈の中で形成さ
れることを理解することができる
【思考力、判断力、表現力等】
文章の構成や展開、表現の仕方、表
現の特色について評価することがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに、生涯にわたって読書に親し
み自己を向上させ、言葉を通して他
者や社会に関わろうとする。

・指導事項
筆者の提案する人間の生き方につい
て、文章構成をもとに把握し、自分
に照らして考えを深める。
・教材/「生きもの」として生きる
・授業ファイル・ノート・国語便
覧・常用漢字練習・一人１台端末の
活用　等

○

【知識・技能】文章の意味は、文脈の中で形
成されることを理解している。
　【思考・判断・表現】「読むこと」におい
て、文章に表れているものの見方、感じ方、
考え方を捉え、内容を解釈している。
【主体的に学習に取り組む態度】積極的に自
らの作品世界を構築し、学習課題に沿って話
し合いに参加しようとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

文章の意味は、文脈の中で形成されることを理解
している。

「読むこと」において、作品や文章に表れている
ものの見方、感じ方、考え方を捉え、内容を解釈
している。

姿勢正しく、進んで作品内容を解釈し、学習課
題に沿って話し合いに参加しようとしている。

国語

【 知　識　及　び　技　能 】日常生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。																														

日常生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。																														

言葉がもつよさを認識するとともに、言語感覚を養い、国語の大切さを自覚し、その能力の向上を図る態度を養う。																														

現代の国語

（１組：長谷川・家田） （２組：長谷川・家田） （３組：長谷川・家田） （４組：長谷川・家田）

第一学習社　現代の国語

教科 国語 現代の国語
国語 現代の国語 2



○ ○ 1

合計

70

○ ○ ○ 10

定期考査

小説「城の崎にて」
【知識及び技能】常用漢字を文や文
章の中で活用する。
【思考力、判断力、表現力等】文章
を読み、自分の意見や考えを論述す
る方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに、生涯にわたって読書に親し
み自己を向上させ、言葉を通して他
者や社会に関わろうとする。

・指導事項
目的や意図に応じて書かれているか
などを確かめて，文章全体を整えた
り，読み手からの助言などを踏まえ
て，自分の文章の特長や課題を捉え
直したりすること。
・教材/「城の崎にて」
・授業ファイル・ノート・国語便
覧・常用漢字練習・一人１台端末の
活用　等

○

【知識及び技能】常用漢字を文や文章の中で
活用する。
【思考力、判断力、表現力等】文章を読み、
自分の意見や考えを論述する方法を学び、理
解する。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、
生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ
せ、言葉を通して他者や社会に関わろうとし
ている。

○

【知識及び技能】
主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報と
の関係を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を
把握する方法を学び、理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、言
葉を通して他者や社会に関わろうとしている。

○ ○ ○ 7

○ ○ 1

３
学
期

評論「不均等な時間」
【知識及び技能】
主張と論拠、個別と一般化など、情
報と情報との関係を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成、論理の展開を的確に捉
え、要旨を把握する方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに、生涯にわたって読書に親し
み自己を向上させ、言葉を通して他
者や社会に関わろうとする。

・指導事項
具体的事例から一般論への展開と、
対比の構造とを手がかりとして、近
代化と時間の合理性との関係を理解
する。
・教材/「不均等な時間」
・授業ファイル・ノート・国語便
覧・常用漢字練習・一人１台端末の
活用　等

【知識及び技能】常用漢字を文や文章の中で
活用する。
【思考力、判断力、表現力等】文章を読み、
自分の意見や考えを論述する方法を学び、理
解する。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、
生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ
せ、言葉を通して他者や社会に関わろうとし
ている。

○ ○ ○ 7

定期考査

【知識及び技能】
語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨
を把握する方法を学び、理解している。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、
生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ
せ、言葉を通して他者や社会に関わろうとし
ている。

○ ○ ○ 7

小説「鏡」
【知識及び技能】常用漢字を文や文
章の中で活用する。
【思考力、判断力、表現力等】文章
を読み、自分の意見や考えを論述す
る方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに、生涯にわたって読書に親し
み自己を向上させ、言葉を通して他
者や社会に関わろうとする。

・指導事項
目的や意図に応じて書かれているか
などを確かめて，文章全体を整えた
り，読み手からの助言などを踏まえ
て，自分の文章の特長や課題を捉え
直したりすること。
・教材/「鏡」
・授業ファイル・ノート・国語便
覧・常用漢字練習・一人１台端末の
活用　等

〇

○ ○ 1

『現代の「世論操作」』
【知識及び技能】
語句の量を増やし、語彙を豊かにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成、論理の展開を的確に捉
え、要旨を把握する方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに、生涯にわたって読書に親し
み自己を向上させ、言葉を通して他
者や社会に関わろうとする。

・指導事項
文章の種類を踏まえて，内容や構
成，論理の展開などについて叙述を
基に的確に捉え，要旨や要点を把握
すること。
・教材/『現代の「世論操作」』
・授業ファイル・ノート・国語便
覧・常用漢字練習・一人１台端末の
活用　等

○

【知識・技能】文章の意味は、文脈の中で形
成されることを理解している。
　【思考・判断・表現】「読むこと」におい
て、文章に表れているものの見方、感じ方、
考え方を捉え、内容を解釈している。
【主体的に学習に取り組む態度】積極的に自
らの作品世界を構築し、学習課題に沿って話
し合いに参加しようとしている。

○ ○ ○ 7

定期考査

○ ○ 1

２
学
期

評論「ものとことば」
【知識及び技能】
　文章の意味は、文脈の中で形成さ
れることを理解することができる
【思考力、判断力、表現力等】
文章の構成や展開、表現の仕方、表
現の特色について評価することがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに、生涯にわたって読書に親し
み自己を向上させ、言葉を通して他
者や社会に関わろうとする。

・指導事項　　　　　　　　　　具
体（例示）と抽象（意見）の関係を
整理して論理構成を把握し、筆者が
主張する言葉の性質を理解する。
・教材/「ものとことば」
・授業ファイル・ノート・国語便
覧・常用漢字練習・一人１台端末の
活用　等

○

○ ○ ○ 6

定期考査

評論「水の東西」
【知識及び技能】
　文章の意味は、文脈の中で形成さ
れることを理解することができる
【思考力、判断力、表現力等】
文章の構成や展開、表現の仕方、表
現の特色について評価することがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに、生涯にわたって読書に親し
み自己を向上させ、言葉を通して他
者や社会に関わろうとする。

・指導事項　　　　　　　　　　東
西の対比関係を用いながら、日本の
水文化にみられる特徴について論じ
る上述の方法を把握する。二項対立
の関係を学び、筆者の主張を読み取
る。
・教材/「水の東西」
・授業ファイル・ノート・国語便
覧・常用漢字練習・一人１台端末の
活用　等

○

【知識・技能】文章の意味は、文脈の中で形
成されることを理解している。
　【思考・判断・表現】「読むこと」におい
て、文章に表れているものの見方、感じ方、
考え方を捉え、内容を解釈している。
【主体的に学習に取り組む態度】積極的に自
らの作品世界を構築し、学習課題に沿って話
し合いに参加しようとしている。

１
学
期



年間授業計画　様式例

北豊島工科高等学校 令和7年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数：２ 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 4 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

16

9

定期考査 1

２
学
期

D　生活文化と自然環境
【知識及び技能】
・山地や平地・海岸地域の生活の営
みの特徴や土地利用の変化を理解す
る。
・熱帯・乾燥帯・温帯・亜寒帯・寒
帯の気候的特徴や生活の営みの特徴
を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
資料から関連性や相違点を考察す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
資料を活用し，課題を追究し、解決
したりする活動に主体的に取り組
む。

・指導事項
・教材　教科書、プリント
・BYOD端末の活用　等

【知識及び技能】
・山地や平地・海岸地域の生活の営みの特徴や土地
利用の変化を理解できる。
・熱帯・乾燥帯・温帯・亜寒帯・寒帯の気候的特徴
や生活の営みの特徴を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
資料から関連性や相違点を考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
資料を活用し，課題を追究し、解決したりする活動
に主体的に取り組むことができる。

E　さまざまな地球的課題と国際協
力
【知識及び技能】
・地球温暖化や森林減少について生
産・消費活動に起因して発生するこ
とを理解し、解決に向けた取り組み
を考える。
・資源エネルギー問題について生産
地や消費地の地理的特徴を理解し、
齊瀬可能エネルギーが普及しにくい
要因について理解する。
・人口問題や食糧問題について理解
し、高齢化問題についての取り組み
や食の安全に対して理解する。
・都市問題について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
資料から関連性や相違点を考察す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
資料を活用し，課題を追究し、解決
したりする活動に主体的に取り組
む。

・指導事項
・教材　教科書、プリント
・BYOD端末の活用　等

【知識及び技能】
・地球温暖化や森林減少について生産・消費活動に
起因して発生することを理解し、解決に向けた取り
組みを考えられる。
・資源エネルギー問題について生産地や消費地の地
理的特徴を理解し、齊瀬可能エネルギーが普及しに
くい要因について理解できる。
・人口問題や食糧問題について理解し、高齢化問題
についての取り組みや食の安全に対して理解でき
る。
・都市問題について理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
資料から関連性や相違点を考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
資料を活用し，課題を追究し、解決したりする活動
に主体的に取り組むことができる。

○ 7

定期考査
○ ○ 1

1

C 単元資料から読み取る現代世界
【知識及び技能】
・交通手段の多様性やその長所や短
所、生活の変化について理解する。
・情報通信ネットワークや生活の変
化について理解する。
・国境を越える人々や貿易の拡大に
ついて理解する。
・文化の多様性や特徴、宗教による
習慣や文化のちがいを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
資料から関連性や相違点を考察す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
資料を活用し，課題を追究し、解決
したりする活動に主体的に取り組
む。

・指導事項
・教材　教科書、プリント
・BYOD端末の活用　等

【知識・技能】
　・交通手段の多様性やその長所や短所、生活の変
化について理解できる。
・情報通信ネットワークや生活の変化について理解
できる。
・国境を越える人々や貿易の拡大について理解でき
る。
・文化の多様性や特徴、宗教による習慣や文化のち
がいを理解できる。
【【思考力、判断力、表現力等】
資料から関連性や相違点を考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
資料を活用し，課題を追究し、解決したりする活動
に主体的に取り組める。

○ ○ ○ 8

○ ○

○ ○ ○ 8

定期考査 ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

A 単元　私たちが暮らす世界
【知識及び技能】
・緯度・経度や地軸の傾きで時差が
生じる仕組み等を理解する。
・地図の種類や目的に応じた使用に
ついて理解する。
・日本の領域についてその特徴や課
題について理解する。
・主題図を用いて地理的な特徴を理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
資料から関連性や相違点を考察す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
資料を活用し，課題を追究し、解決
したりする活動に主体的に取り組
む。

・指導事項
・教材　教科書、プリント
・BYOD端末の活用　等

【知識及び技能】
・緯度・経度や地軸の傾きで時差が生じる仕組み等
を理解できる。
・地図の種類や目的に応じた使用について理解でき
る。
・日本の領域について特徴や課題について理解でき
る。
・主題図を用い地理的な特徴を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
資料から関連性や相違点を考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
資料を活用し，課題を追究し、解決したりする活動
に主体的に取り組める。

○ ○ ○ 8

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

地理総合

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

地理に関わる諸事象について世界の生活文化等の特徴
や地域的課題について多面的・多角的に理解し、地形
図やGIS等を利用し資料を効果的に調べ、まとめる力
を身に着ける。

地理にかかわる事象や意味や意義、特色についての地理的
関連性や分布について相互に依存している点に着目し、概
念を用いて、地理的課題の解決について考察し、構想した
内容を説明したり、討議する力を養う。

地理にかかわる諸事象について、課題について主体
的に追及、解決しようとする態度を養うとともに日
本や諸外国にの多様な生活文化を尊重する姿勢を培
う。

東京書籍

地理歴史

【 知　識　及　び　技　能 】
現代世界の地域的特色と日本や世界の歴史の展開を理解する。諸資料から情報を適切に読み取り効果的に活用し、表現する知識・技能
を身に着ける。

地理や歴史かかわる事象の意義や概念用いて多角的に考察し、議論する力を養う。

地理や歴史に関わる事象について主体的に解決しようとする態度を養い、多角的考察し、日本や諸外国の文化を尊重する態度を培う。

（１組：槙野　　　　）（２組：槙野　　　　）（３組：槙野　　） （４組：槙野　　）

地理歴史 地理総合
地理歴史 地理総合



合計

70

〇 9

定期考査 〇 〇 1

３
学
期

F　民族問題・日本の自然環境の特
徴
【知識及び技能】
・民族問題・難民問題について原因
や特徴について理解する。
・日本の地形の特徴やその影響につ
いて理解する。
・日本の気候の特徴についてその要
因や地域ごとの特徴を理解する。
・日本の自然災害について地震、津
波、火山、気象災害についてメカニ
ズムや各地に与える影響を理解す
る。
・防災や減災、復興について先人が
学んだ教訓やどのような対策がなさ
れているかを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
資料から関連性や相違点を考察す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
資料を活用し，課題を追究し、解決
したりする活動に主体的に取り組
む。

・指導事項
・教材　教科書、プリント
・BYOD端末の活用　等

F　民族問題・日本の自然環境の特徴
【知識及び技能】
・民族問題・難民問題について原因や特徴について
理解できる。
・日本の地形の特徴やその影響について理解でき
る。
・日本の気候の特徴についてその要因や地域ごとの
特徴を理解できる。
・日本の自然災害について地震、津波、火山、気象
災害についてメカニズムや各地に与える影響を理解
できる。
・防災や減災、復興について先人が学んだ教訓やど
のような対策がなされているかを理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
資料から関連性や相違点を考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
資料を活用し，課題を追究し、解決したりする活動
に主体的に取り組める。

〇 〇

16

定期考査 1

２
学
期

E　さまざまな地球的課題と国際協
力
【知識及び技能】
・地球温暖化や森林減少について生
産・消費活動に起因して発生するこ
とを理解し、解決に向けた取り組み
を考える。
・資源エネルギー問題について生産
地や消費地の地理的特徴を理解し、
齊瀬可能エネルギーが普及しにくい
要因について理解する。
・人口問題や食糧問題について理解
し、高齢化問題についての取り組み
や食の安全に対して理解する。
・都市問題について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
資料から関連性や相違点を考察す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
資料を活用し，課題を追究し、解決
したりする活動に主体的に取り組
む。

・指導事項
・教材　教科書、プリント
・BYOD端末の活用　等

【知識及び技能】
・地球温暖化や森林減少について生産・消費活動に
起因して発生することを理解し、解決に向けた取り
組みを考えられる。
・資源エネルギー問題について生産地や消費地の地
理的特徴を理解し、齊瀬可能エネルギーが普及しに
くい要因について理解できる。
・人口問題や食糧問題について理解し、高齢化問題
についての取り組みや食の安全に対して理解でき
る。
・都市問題について理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
資料から関連性や相違点を考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
資料を活用し，課題を追究し、解決したりする活動
に主体的に取り組むことができる。



年間授業計画

高等学校 令和７年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 4 組

教科担当者： （１組・３組：畠山・柳沢）（２組：桐山・柳沢） （４組：田中・柳沢）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

〇 〇 22

〇 21

定期考査
○ ○ 1

２
学
期

場合の数と確率
第２節　確率

場合の数を求めるときの基本的な考
え方や確率についての理解を深め、
それらを事象の考察に活用できるよ
うにする。

指導事項
・独立な試行と確率
・条件つき確率
・期待値
教材
・教科書学習ノート　数学A

【知識・技能】
独立な試行と反復試行について理解し，基礎
的な知識を身につけている。
【思考・判断・表現】
２つの独立な試行における２つの事象が同時
に起こる確率を求めることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
三角形や円など図形の性質に関心をもつとと
もに，それらの有用性を認識し，問題の解決
に活用しようとする。

〇 〇

図形の性質
第１節　平面図形

平面図形や空間図形の性質について
の理解を深め，それらを事象の考察
に活用できるようにする。

指導事項
・図形の基本
・角の二等分線と線分の比
・三角形の外信、内心、重心
・円周角の定理
・円に内接する四角形
・円の接線
教材
・教科書学習ノート　数学A

【知識・技能】
図形の性質を系統的に理解し，基礎的な知識
を身につけている。
【思考・判断・表現】
図形の見方を豊かにするとともに，図形の性
質を見出し，論理的に考察することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業での取り組む姿勢、課題への取り組む姿
勢を評価する。 〇

19

定期考査
○ ○ 1

場合の数と確率
第１節　場合の数
第２節　確率

場合の数を求めるときの基本的な考
え方や確率についての理解を深め、
それらを事象の考察に活用できるよ
うにする。

指導事項
・組み合わせ
・事象と確率
・確率の計算
教材
・教科書学習ノート　数学A

【知識・技能】
順列・組合せの考えを理解し，場合の数を効
率よく正確に求めるための基礎的な力を身に
つけている。
【思考・判断・表現】
・場合の数を考えるに当たって，順序を考え
るか否かに気づくことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
確率を求める場面が容易に理解できる簡単な
場面について条件付き確率を求めようとす
る。

○ ○ ○

○ ○ 1

配当
時数

１
学
期

場合の数と確率
第１節　場合の数

場合の数を求めるときの基本的な考
え方や確率についての理解を深め、
それらを事象の考察に活用できるよ
うにする。

指導事項
・集合
・集合と要素の個数
・和の法則と積の法則
・順列
教材
・教科書学習ノート　数学A

【知識・技能】
和の法則，積の法則，そして順列・組合せの
考えを理解して，場合の数を求め，それから
確率を求めるための知識を身につけている。
【思考・判断・表現】
順列・組合せなどの場合の数の求め方を身に
つけ，具体的な事象の確率を考察することが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
不確定な事象を数学的にとらえることの有用
性を認識し，具体的な事象の考察に活用しよ
うとする。

○ ○ ○ 16

定期考査

図形の性質、場合の数と確率についての基本的
な概念や原理・法則を体系的に理解し、事象の
数学化、数学的解釈数学的な表現や処理をする
技能を身に付ける。

図形の構成要素間の関係などに着目し、図形の
性質を見いだし、論理的に考察する力、不確実
な事象に着目し、確率の性質などに基づいて事
象の起こりやすさを判断する力、数学と人間の
活動との関わりに着目し、事象に数学の構造を

数学のよさを認識し数学を活用する態度、粘り
強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとす
る態度、問題解決の過程を振り返って考察を深
めたり、評価・改善したりしようとする態度や
創造性の基礎を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしよう
とする態度や創造性の基礎を養う。

数学A

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

数研出版　新　高校の数学A

数学

【 知　識　及　び　技　能 】数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学 数学A
数学 数学A 2



合計

105

〇 22

定期考査
○ ○ 1

３
学
期

図形の性質
第１節　平面図形
第２節　空間図形

平面図形や空間図形の性質について
の理解を深め，それらを事象の考察
に活用できるようにする。

指導事項
・方べきの定理
・２つの円
・作図
・空間の直線、平面
・正多面体
・立体の切断
教材
・教科書学習ノート　数学A

【知識・技能】
2直線や2平面の位置関係や直線と平面の位置
関係，多面体などに関する基本的な性質を理
解し基礎的な知識を身につけている。
【思考・判断・表現】
三角形の基本的な性質などを用いて，空間図
形のいろいろな性質を見出し，それらが成り
立つ理由を論理的に考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
2直線や2平面の位置関係や直線と平面の位置
関係，多面体などに関する基本的な性質を調
べようとする。

〇 〇

〇 〇 22

定期考査
○ ○ 1

２
学
期

図形の性質
第１節　平面図形

平面図形や空間図形の性質について
の理解を深め，それらを事象の考察
に活用できるようにする。

指導事項
・図形の基本
・角の二等分線と線分の比
・三角形の外信、内心、重心
・円周角の定理
・円に内接する四角形
・円の接線
教材
・教科書学習ノート　数学A

【知識・技能】
図形の性質を系統的に理解し，基礎的な知識
を身につけている。
【思考・判断・表現】
図形の見方を豊かにするとともに，図形の性
質を見出し，論理的に考察することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業での取り組む姿勢、課題への取り組む姿
勢を評価する。 〇



教科担当者：（１～4組：相川潤也 ）

３
月

第５章　人間と物理
　 １節 エネルギーとその利用

　 ２節 物理学が拓く世界

・わたしたちの日常生活で使うエネルギーの源を理解する。
・放射線，核エネルギー，原子力発電について理解する。
・エネルギーの変換とエネルギー保存について理解する。
・物理の応用と日常生活，物理の未来について理解する。

2

評価の観点・方法
「定期テスト」、「課題提出」、「授業に取り組む姿勢」を総合的に判断して成績を出
す。

１
月

第４章　電気
　 1節　電流

　 2節　電気の利用

・摩擦電気・静電気について，理解する。
・電流と電気量について理解する。
・オームの法則や電気抵抗の直列接続，並列接続，抵抗率について
理解する。
・半導体とダイオード，トランジスタついて理解する。
・電力と電力量，ジュール熱について理解する。
・磁場と電流が作る磁場について理解する。
・電流が磁場から受ける力について理解する。
・電磁誘導について定性的に理解する。
・モーターと発電機の原理について理解する。
・直流と交流の違い，交流の実効値について理解する。
・変圧器について理解する。
・電磁波の性質について理解する。

6

２
月

8

１１
月

第3章　波
　 1節　波の性質

　 2節　音

・波の特徴的な性質として，波の独立性と重ね合わせの原理があるこ
とを理解する。
・重ね合わせの原理から定常波のでき方を理解し，定常波の性質を理
解する。
・波の反射について理解する。
・音が波であり，音の伝わり方は波の性質を示すことを理解する。
・音の三要素を理解し，波の性質が音としてはどのような性質になるの
かを理解する。

6

１２
月

4

6

９
月

第２章　エネルギー
   １節　運動とエネルギー
   ２節　熱とエネルギー

・エネルギーと仕事の基礎概念を理解する。
・運動エネルギーと位置エネルギーについて理解し，一定の条件のも
とで力学的エネルギーが保存することを理解する。
・熱のマクロ的な意味，ミクロ的な意味を理解する。
・熱容量と比熱について理解し，熱量保存の法則を理解する。
・熱と仕事の関係を理解し，熱力学の第一法則について理解する。

8

10
月

6

４
月

序章　物理の世界
　1節　物理学とは

　2節　物理量の測定
第1章　物体の運動
　１節　運動の表し方

　2節　力
　3節　運動の法則

・物理学とはどういう内容で，なぜ学ぶのか，物理学の方法とはどのよ
うなものかを概説する。
・単位と次元，有効数字について理解し，これからの学習の基礎とす
る。
・直線運動における変位，速度，加速度，速度の合成，相対速度など
の運動の表し方を学び，速度・加速度の概念を理解する。

6

５
月

・空気抵抗が無ければ，質量や体積によらずに一様に自由落下運動
をすることを理解する。
・自由落下運動や鉛直投げ上げ運動の「時間」「速度」「位置」の関係
式を理解する。
・力とは何か理解する。
・重さと質量の違いを理解する。
・固体には弾性があり，一般にはフックの法則に従うことを理解する。
・力の合成，分解，つり合いなど，力の性質を理解する。
・作用反作用の法則を理解する。
・摩擦力，浮力などのいろいろな力について理解する。
・慣性の法則を理解する。
・力と加速度の関係を理解し，運動の法則を理解する。
・運動の法則を適用して運動方程式を立てて解き，力や加速度を求め
ることができる。
・空気抵抗を受ける物体の運動について理解する。

6

６
月

8

７
月

東京都立北豊島工業高等学校　令和７年度年間授業計画
教科：（ 理科 ）科目：（ 物理基礎 ） 　対象：（第２学年１ 組～4組）　　

使用教科書：　新編物理基礎（東京書籍）                使用教材：サブノート、演習プリント                   単位数：　２単位                                           

指導内容
【年間授業計画】

理科・物理基礎の具体的な指導目標
【年間授業計画】

予定時数



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度(2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 4 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標： 生涯にわたって健康な生活を送っていける体力・技能・知識を身につける

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標： 生涯にわたって健康な生活を送っていける知識を身につける

○ 8

３
学
期

A 単元　健康を支える環境づくり
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査

・指導事項　大気汚染と健康
水質汚濁・土壌汚染　と健康
環境と健康にかかわる対策
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
年間で３回の定期考査で理解度を測る。
【思考・判断・表現】
年間で３回の定期考査や課題、プリント提出
などにより思考力等を測る。
【主体的に学習に取り組む態度】
年間で３回の定期考査や課題、プリント提出
などにより取り組む態度等を見る。

○ ○

・指導事項　大気汚染と健康
水質汚濁・土壌汚染　と健康
環境と健康にかかわる対策
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
年間で３回の定期考査で理解度を測る。
【思考・判断・表現】
年間で３回の定期考査や課題、プリント提出
などにより思考力等を測る。
【主体的に学習に取り組む態度】
年間で３回の定期考査や課題、プリント提出
などにより取り組む態度等を見る。

○ ○ ○ 7

２
学
期

A 単元　生涯を通じる健康
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項　健康的な職業生活
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
年間で３回の定期考査で理解度を測る。
【思考・判断・表現】
年間で３回の定期考査や課題、プリント提出
などにより思考力等を測る。
【主体的に学習に取り組む態度】
年間で３回の定期考査や課題、プリント提出
などにより取り組む態度等を見る。

○ ○ ○ 7

B 単元　健康を支える環境づくり
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】
　
定期考査

○ ○

3

D 単元　生涯を通じる健康
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】
　
定期考査

・指導事項　結婚生活と健康
働くことと健康　　　労働災害と
健康
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
年間で３回の定期考査で理解度を測る。
【思考・判断・表現】
年間で３回の定期考査や課題、プリント提出
などにより思考力等を測る。
【主体的に学習に取り組む態度】
年間で３回の定期考査や課題、プリント提出
などにより取り組む態度等を見る。

○ ○ ○ 4

C 生涯を通じる健康
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項　妊娠・出産と健康
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
年間で３回の定期考査で理解度を測る。
【思考・判断・表現】
年間で３回の定期考査や課題、プリント提出
などにより思考力等を測る。
【主体的に学習に取り組む態度】
年間で３回の定期考査や課題、プリント提出
などにより取り組む態度等を見る。

○ ○ ○

3

B 単元　生涯を通じる健康
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項　性意識と性行動の選
択
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
年間で３回の定期考査で理解度を測る。
【思考・判断・表現】
年間で３回の定期考査や課題、プリント提出
などにより思考力等を測る。
【主体的に学習に取り組む態度】
年間で３回の定期考査や課題、プリント提出
などにより取り組む態度等を見る。

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

A 単元　　生涯を通じる健康
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項　思春期と健康
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
年間で３回の定期考査で理解度を測る。
【思考・判断・表現】
年間で３回の定期考査や課題、プリント提出
などにより思考力等を測る。
【主体的に学習に取り組む態度】
年間で３回の定期考査や課題、プリント提出
などにより取り組む態度等を見る。

○ ○ ○ 3

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

保健

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

　生涯にわたって健康な生活を送れるような知
識と技能を身につける。

　健康な生活を確立しそれを維持していけるよ
う自ら考え、行動できるようにする。

　健康な生活を保っていけるような知識と技能
を身につけようと努力する姿勢を持つ。

現代高等保健体育

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたって健康な生活を確立・維持していけるような知識を身につける

健康な生活を確立・維持していけるよう自ら考え、行動できるようにする

健康な生活を保っていけるような知識を身につけようと努力する姿勢を持つ

（1組：鈴木） （２組：鈴木） （３組：鈴木） （４組：鈴木）

保健体育 保健
保健体育 保健 1



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 4 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標： 生涯にわたって健康な生活を送っていける体力・技能・知識を身につける

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標： 生涯にわたって健康な生活を送っていける体力・技能・知識を身につける

○ 16３
学
期

A 単元　持久走
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項　持久走 【知識・技能】　　　　　　　　　　　　・そ
れぞれの種目の基礎技能を修得しようと取り組
んでいるか。
【思考・判断・表現】
・ルールや運動特性を理解しているか。
【主体的に学習に取り組む態度】
・協力して取り組んでいるか。

○ ○

C 単元　バスケットボール
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項　パス　シュート　ド
リブル　　試合

【知識・技能】　　　　　　　　　　　　・そ
れぞれの種目の基礎技能を修得しようと取り組
んでいるか。
【思考・判断・表現】
・ルールや運動特性を理解しているか。
【主体的に学習に取り組む態度】
・協力して取り組んでいるか。

○ ○ ○ 11

・指導事項　キックの基本
ボールコントロール　　　試合

【知識・技能】　　　　　　　　　　　　・そ
れぞれの種目の基礎技能を修得しようと取り組
んでいるか。
【思考・判断・表現】
・ルールや運動特性を理解しているか。
【主体的に学習に取り組む態度】
・協力して取り組んでいるか。

○ ○ ○ 11
２
学
期

A 単元　水泳
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項　基本的泳法 【知識・技能】　　　　　　　　　　　　・そ
れぞれの種目の基礎技能を修得しようと取り組
んでいるか。
【思考・判断・表現】
・ルールや運動特性を理解しているか。
【主体的に学習に取り組む態度】
・協力して取り組んでいるか。

○ ○ ○ 6

B 単元　サッカー
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

6

D 単元　水泳
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項　基本的泳法 【知識・技能】　　　　　　　　　　　　・そ
れぞれの種目の基礎技能を修得しようと取り組
んでいるか。
【思考・判断・表現】
・ルールや運動特性を理解しているか。
【主体的に学習に取り組む態度】
・協力して取り組んでいるか。

○ ○ ○ 7

C 単元　体力テスト
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項　正しい測定方法 【知識・技能】　　　　　　　　　　　　・そ
れぞれの種目の基礎技能を修得しようと取り組
んでいるか。
【思考・判断・表現】
・ルールや運動特性を理解しているか。
【主体的に学習に取り組む態度】
・協力して取り組んでいるか。

○ ○ ○

7

B 単元　アルティメット
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項　試合のルール 【知識・技能】　　　　　　　　　　　　・そ
れぞれの種目の基礎技能を修得しようと取り組
んでいるか。
【思考・判断・表現】
・ルールや運動特性を理解しているか。
【主体的に学習に取り組む態度】
・協力して取り組んでいるか。

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

A 単元　バドミントン
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項　基本的な打ち方 【知識・技能】　　　　　　　　　　　　・そ
れぞれの種目の基礎技能を修得しようと取り組
んでいるか。
【思考・判断・表現】
・ルールや運動特性を理解しているか。
【主体的に学習に取り組む態度】
・協力して取り組んでいるか。

○ ○ ○ 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

さまざまな運動種目の技能の習得とそれに必要な体力の向上やルールについて身につける努力をする。

体育

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

　様々な運動種目が有ることを知りその技能を
身につける。

　安全に留意しながらその運動を楽しむことがで
きるようにする。

　仲間と協力しながら練習し運動を楽しめるよ
うにする。

（1組：益永・鈴木）（2組：益永・鈴木）（3組：益永・鈴木）（4組：益永・鈴木）

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】さまざまな運動種目の技能やそれに必要な体力とルールを身につける。

さまざまな運動種目の技能の習得とそれに必要な体力の向上やルールについて身につける工夫をする。

保健体育 体育
保健体育 体育 2



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 4 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

２

学

期

B 単元　衣食住の生活の自立と設計
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　年間で2回の定期考査で理解度を測る。
　2学期で８回の被服実習で技能を習得する。
　年間6回の調理実習で技能を習得する。
【思考・判断・表現】
年間で２回の定期考査や課題、プリント提出など
により思考力等を測る。
【主体的に学習に取り組む態度】
年間で２回の定期考査や調理実習、プリント提出
などにより取り組む態度等を見る。

〇 〇 〇 8

定期考査
○ ○

4

B 単元　衣食住の生活の自立と設計
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　年間で2回の定期考査で理解度を測る。
　年間6回の実習で技能を習得する。
【思考・判断・表現】
年間で２回の定期考査や課題、プリント提出など
により思考力等を測る。
【主体的に学習に取り組む態度】
年間で２回の定期考査や調理実習、プリント提出
などにより取り組む態度等を見る。

○ ○ ○ 6

A 単元　人と一生と家族・家庭及び福
祉
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　年間で2回の定期考査で理解度を測る。
【思考・判断・表現】
年間で２回の定期考査や課題、プリント提出など
により思考力等を測る。
【主体的に学習に取り組む態度】
年間で２回の定期考査や調理実習、プリント提出
などにより取り組む態度等を見る。

○ ○ ○

6

B 単元　衣食住の生活の自立設計
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　年間で2回の定期考査で理解度を測る。
　年間6回の実習で技能を習得する。
【思考・判断・表現】
年間で２回の定期考査や課題、プリント提出など
により思考力等を測る。
【主体的に学習に取り組む態度】
年間で２回の定期考査や調理実習、プリント提出
などにより取り組む態度等を見る。

○ ○ ○

態
配当
時数

１

学

期

A単元 人の一生と家族・家庭及び福祉
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】 ○ ○ ○ 5

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

家庭基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生
活・環境などについて、生活を主体的に営むために
必要な基礎的な理解を図るとともに、それらに係る
技能を身に着けるようにする。

家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見
いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を評
価・改善し、考察したことを根拠に基づいて論理的
に表現するなど、生涯を見通して課題を解決する力
を養う。

様々な人々と協働し、よりよく社会の構築に向け
て、地域社会に参画しようとするとおもに、自分や
家庭、地域の生活の充実向上を図ろうとする実践的
な態度を養う。

家庭基礎　自立・共生・創造

家庭基礎

【 知　識　及　び　技　能 】
人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活・環境などについて、生活を主体的に営むために必要な基礎的な
理解を図るとともに、それらに係る技能を身に着けるようにする。

家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、
考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなど、生涯を見通して課題を解決する力を養う。

様々な人々と協働し、よりよく社会の構築に向けて、地域社会に参画しようとするとおもに、自分や家庭、地域の生
活の充実向上を図ろうとする実践的な態度を養う。

（１～４組：柴田・下井）

家庭基礎 家庭基礎
家庭基礎 家庭基礎 2



合計

49

4

３

学

期

B 単元　衣食住の生活の自立と設計
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　年間で2回の定期考査で理解度を測る。
　年間6回の調理実習で技能を習得する。
【思考・判断・表現】
年間で２回の定期考査や課題、プリント提出など
により思考力等を測る。
【主体的に学習に取り組む態度】
年間で２回の定期考査や調理実習、プリント提出
などにより取り組む態度等を見る。

〇 〇 8

B 単元　衣食住の生活の自立と設計
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　年間で2回の定期考査で理解度を測る。
　年間6回の調理実習で技能を習得する。
【思考・判断・表現】
年間で２回の定期考査や課題、プリント提出など
により思考力等を測る。
【主体的に学習に取り組む態度】
年間で２回の定期考査や調理実習、プリント提出
などにより取り組む態度等を見る。

〇 〇

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　年間で2回の定期考査で理解度を測る。
　年間6回の実習で技能を習得する。
【思考・判断・表現】
年間で２回の定期考査や課題、プリント提出など
により思考力等を測る。
【主体的に学習に取り組む態度】
年間で２回の定期考査や調理実習、プリント提出
などにより取り組む態度等を見る。

〇 〇 8

２

学

期

A 単元　人と一生と家族・家庭及び福
祉
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 4 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

１
学期

〇 〇

1

合
計

62

13

F 単元　スピーチテスト
【知識及び技能】
道案内
【思考力、判断力、表現力等】
行ってみたい場所について英語で述
べることができる
【学びに向かう力、人間性等】
スピーチテストに積極的に参加す
る。

・指導事項
道案内の基本を身に着ける
・教材
プリント

〇 〇 〇

観察
ワークブック
小テスト
プリント

〇

〇

観察
ワークブック
小テスト
プリント

○ ○ ○

３
学
期

E 単元　Lesson １０
【知識及び技能】
関係代名詞を用いた文の理解
【思考力、判断力、表現力等】
好きなことと将来の夢について英語
で述べることができる
【学びに向かう力、人間性等】
スピーチテストに積極的に参加す
る。

・指導事項
関係代名詞
・教材
ワークブック
プリント 〇 ○ 〇

○ ○ 1
定期考査

〇

観察
ワークブック
小テスト
プリント

○ ○ ○ 12

○ ○ 1

D 単元　Lesson ９
【知識及び技能】
　分詞を用いた文の理解
【思考力、判断力、表現力等】
環境を守るためについて英語で述べ
ることができる
【学びに向かう力、人間性等】
環境汚染について学ぶ。

・指導事項
分詞
・教材
ワークブック
プリント

〇 ○ 〇

○ 11

定期考査

〇 〇

観察
ワークブック
小テスト
プリント

○ ○

○ ○ 1

２
学
期

C 単元　Lesson ８
【知識及び技能】
現在完了形を用いた文の理解
【思考力、判断力、表現力等】　人
の生活を豊かにするロボットについ
て考え、英語で提案

・指導事項
現在完了形
・教材
ワークブック
プリント 〇 ○

○ ○ 11

定期考査

1

B 単元　Lesson 7
【知識及び技能】
比較を用いた文の理解
【思考力、判断力、表現力等】
関心のある人物について説明する
【学びに向かう力、人間性等】
アンネフランクについて学ぶ

・指導事項
比較表現
・教材
プリント

〇 〇 〇

観察
ワークブック
小テスト
プリント

○

○ ○

観察
ワークブック
小テスト
プリント

○ ○ ○ 10

定期考査

思 態

配
当
時
数

A 単元　Lesson ６
【知識及び技能】
受身を用いた文の理解
知覚動詞を用いて表現

・指導事項
受身

○ 〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

評価規準 知

英語コミュニケーションⅠ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

4技能の基礎的な能力を学ぶ。 日常的な話題や身近な状況の会話を身に着ける。 英文、英会話などに対し前向きな姿勢を見せ、
理解をしようとする。また、自分の考えや情報
を相手に伝えようとする。

All Aboard! English Communication Ⅰ（東京書籍）

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】英語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどについて理解を深める。

英語で情報や考えなどを的確に理解し、適切に表現したり伝え合ったりできる。

主体的に英語を用いてコミュニケーションを図ろうとしている。

（１組：松本/土佐） （２組：松本/土佐） （３組：松本/土佐） （４組：松本/土佐）

北豊島工科 外国語 英語コミュニケーションⅠ

外国語 英語コミュニケーションⅠ 2



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度 　　　教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

せん断荷重を受ける部材の強さを
理解する。

（いろいろな種類のはりに加わる
荷重について、計算でせん断応力
を求め、せん断力図を作成する）

毎時間のノートやプリントの状況、定期考査
の得点、出席状況、授業態度などから総合的
に判断して評価する

○ ○ ○ 6

曲げを受ける部材の強さを理解す
る。

（いろいろな種類のはりに加わる
荷重について、計算で曲げ応力を
求め、曲げ応力図を作成する）

毎時間のノートやプリントの状況、定期考査
の得点、出席状況、授業態度などから総合的
に判断して評価する

○ ○ ○ 8

○ 8

３
学
期

材料の強さと使い方

車軸や橋げたを例にとり、曲げを
受ける部材の強さを理解する。

（はりの種類と、はりに加わる荷
重の種類を理解する）

毎時間のノートやプリントの状況、定期考査
の得点、出席状況、授業態度などから総合的
に判断して評価する

○ ○ ○ 6

○ 10

材料の機械的性質・引張り・圧縮
を受ける部材の変形について考え

る。
（引張・圧縮応力の意味と、応力

＝荷重÷断面積の計算練習）

毎時間のノートやプリントの状況、定期考査
の得点、出席状況、授業態度などから総合的
に判断して評価する

○ ○ ○ 10

２
学
期

材料の強さと使い方

材料の機械的性質・引張り・圧縮
を受ける部材の変形について考え
る。 毎時間のノートやプリントの状況、定期考査

の得点、出席状況、授業態度などから総合的
に判断して評価する

○ ○

材料の機械的性質・引張り・圧縮
を受ける部材の変形について考え

る。
（材料の機械的性質からその使い

方を理解する）

毎時間のノートやプリントの状況、定期考査
の得点、出席状況、授業態度などから総合的
に判断して評価する

○ ○

8

力の3要素を理解し、力の合成・分
解を直角な2力の合成・分解で理解
させる。（主に作図法から導く）
回転運動を理解するうえで、力の
モーメント＝力×モーメントの腕
を考える。

毎時間のノートやプリントの状況、定期考査
の得点、出席状況、授業態度などから総合的
に判断して評価する

○ ○ ○ 8

機械に働く力と仕事

力の3要素を理解し、力の合成・分
解を直角な2力の合成・分解で理解
させる。（主に作図法から導く） 毎時間のノートやプリントの状況、定期考査

の得点、出席状況、授業態度などから総合的
に判断して評価する

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

　　機械の仕組み
　　機械要素と標準化
　　機械設計

機械のなりたち・機械の仕組み・
機械要素と標準化。・設計の進め
方について、機械とはどのような
ものなのかを機械としての条件に
当てはめて考える。・主な単位や

記号・計算について

毎時間のノートやプリントの状況、定期考査
の得点、出席状況、授業態度などから総合的
に判断して評価する

○ ○ ○ 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

機械設計

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

設計に関する基礎的な知識と技術を理解し、一
般的な計算（面積・三角関数）、力、仕事、材
料の強さ、応力・ひずみ、せん断、曲げ等に関
する知識を身につけている。

諸問題の解決をめざしてみずから思考を深め、問題解決
方法を適切に判断する能力を身につけており、一般的な
計算（面積・三角関数）、力、仕事、材料の強さ、応
力・ひずみ、せん断、曲げ等に関する知識を組み合わせ
て適切に判断することができる。

設計に関する基礎的な知識と技術に関心をも
ち、その習得に向けて意欲的に取り組むととも
に、実際に活用しようとする創造的・実践的な
態度を身につけている。

機械設計〔実教出版〕

工業

【 知　識　及　び　技　能 】設計における基本的な計算・機械に働く力と仕事・材料の強さなどついて理解する。

設計における基本的な計算・機械に働く力と仕事・材料の強さなどについて説明できる。

設計における基本的な計算・機械に働く力と仕事・材料の強さなど学習が意欲的に取り組むことができる。

（１組：春日） （　組：　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

工業 機械設計
工業 機械設計 2



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度 　　　　　　教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 2 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

6

３
学
期

生産の自動化技術

①CAD/CAM
②NC工作機械
③生産の自動化・システムの構成

考査得点、出席状況、授業態度、毎時間の提
出物などから総合的に評価する

○ ○ ○ 18

ロボット技術

①制御技術・ロボット言語・材
料・サーボ機構
②安全管理

考査得点、出席状況、授業態度、毎時間の提
出物などから総合的に評価する

○ ○ ○

①ロボットの変遷・分類
②ロボットの機構と運動

考査得点、出席状況、授業態度、毎時間の提
出物などから総合的に評価する

○ ○ ○ 9

15

２
学
期

生産における制御技術

①コンピュータの基本構成と5装置
の機能・電気信号の種類
②インターフェース
③コンピュータ制御
④マイクロコンピュータ制御
⑤マイコンの組込みシステム
⑥企業内ネットワーク
⑦工場内ネットワークとシステム

考査得点、出席状況、授業態度、毎時間の提
出物などから総合的に評価する

○ ○ ○ 9

ロボット技術

生産における制御技術

①生産システムにおける自動制御
の分類と機能
②センサの種類・原理・特徴・用
途
③シーケンス制御
④フィードバック制御

考査得点、出席状況、授業態度、毎時間の提
出物などから総合的に評価する

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

生産技術を学ぶにあたって

①工業技術の発達による社会変化
②コンピュータをはじめとする進
化
③国際化と倫理観と環境 考査得点、出席状況、授業態度、毎時間の提

出物などから総合的に評価する
○ ○ ○ 9

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

生産技術

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

生産技術の各分野に関する基礎的な知識と技術
を理解し、生産における諸問題を適切に処理す
る知識を身につけている。

生産技術に関する諸問題の適切な解決をめざ
し、基礎的な知識と技術の活用と展開ができ
る。

生産工業と社会のかかわりにおける問題解決に
ついて主体的に取り組み、実践的に改善する態
度を身につけている。

生産技術〔実教出版〕

工業

【 知　識　及　び　技　能 】生産技術におけるネットワーク化や自動化について理解し、生産の合理化を理解している。

生産技術に関する基礎的な知識や技術を基に、ものづくりにおいて適切な判断ができる。

生産技術に興味関心を持ち、いろいろな関わりに主体的に取り組める態度を身につけている。

（１組：門田） （2組：門田） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

工業 生産技術
工業 生産技術 2



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度 　　　　　　教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 2 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ 9

エネルギー損失

①ベルヌーイの定理と損失
②管摩擦損失
③管路形状による損失

考査、出席状況、授業態度、学習に関する取
り組み

○ ○ ○ 9

３
学
期

流体のエネルギー

①圧力のエネルギー
②運動エネルギー
③重力による位置エネルギー
④ベルヌーイの定理
⑤トリチェリの定理

考査、出席状況、授業態度、学習に関する取
り組み

○ ○

○ 12

管路の流れ

①定常流と非定常流
②流速と流量
③連続の式

考査、出席状況、授業態度、学習に関する取
り組み

○ ○ ○ 12

２
学
期

圧力

①圧力の基礎
②圧力の単位
③パスカルの原理
④絶対圧とゲージ圧 考査、出席状況、授業態度、学習に関する取

り組み
○ ○

9

内燃機関

①内燃機関のあらまし
②内燃機関の基礎
③往復機関の基礎

考査、出席状況、授業態度、学習に関する取
り組み

○ ○ ○ 10

流体の基本的性質

①単位の意味と換算
②密度・体積・質量・比重
③圧縮性
④粘度 考査、出席状況、授業態度、学習に関する取

り組み
○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

エネルギーの利用の歴史

①エネルギーの歴史
②身近なエネルギーの利用
③熱エネルギーの利用

考査、出席状況、授業態度、学習に関する取
り組み

○ ○ ○ 9

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

原動機

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

原動機に関する基礎的な知識と技術を理解し、
エネルギーの利用の歴史・流体の基本的性質・
内燃機関・圧力・管路の流れ・流体のエネル
ギー・エネルギー損失	に関する知識を身につけ
ている。

諸問題の解決をめざしてみずから思考を深め、問題解決
方法を適切に判断する能力を身につけており、エネル
ギーの利用の歴史・流体の基本的性質・内燃機関・圧
力・管路の流れ・流体のエネルギー・エネルギー損失に
関する知識を組み合わせて適切に判断することができ
る。

原動機に関する基礎的な知識と技術に関心をも
ち、その習得に向けて意欲的に取り組むととも
に、実際に活用しようとする創造的・実践的な
態度を身につけている。

原動機〔実教出版〕

工業

【 知　識　及　び　技　能 】工業科として、ものづくりに関する知識と技能を習得するために意欲的に活動できる。

工業科として、ものづくりに必要な思考を深め、問題解決を図る為の判断及び表現を高める。

工業科として、ものづくりへの興味関心を高め、自ら学ぶ力を向上させる。

（2組：栗俣　） （　組：　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

工業 原動機
工業 原動機 2



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度 　　　　　　教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

12

３
学
期

品質管理

①資材管理、.設備管理、.原価管
理
②品質管理、.品質標準
③品質保証、品質システム 考査、出席状況、授業態度、学習に関する取

り組み
○ ○ ○ 18

品質管理

①製品企画、製品設計、生産計画
②生産管理、工程管理

考査、出席状況、授業態度、学習に関する取
り組み

○ ○ ○

①生産計画と管理のあらまし

考査、出席状況、授業態度、学習に関する取
り組み

○ ○ ○ 3

6

２
学
期

切削加工

①工作機械、切削工具
②切削工具と切削条件

考査、出席状況、授業態度、学習に関する取
り組み

○ ○ ○ 9

生産管理

切削加工

①切削加工の概要、切削加工と切
削工具、工作機械と切削工具の運
動
②工作機械、切削工具
③切削加工の概要、切削加工と切
削工具、工作機械と切削工具の運
動

考査、出席状況、授業態度、学習に関する取
り組み

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

機械材料

①引っ張り強さ、硬さ、じん性と
疲労
②金属の結晶構造、鉄鋼材料
③非鉄金属材料、非金属材料 考査、出席状況、授業態度、学習に関する取

り組み
○ ○ ○ 18

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

機械工作

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

機械工作に関する基礎的な知識と技術を理解
し、機械材料・切削加工・生産管理・品質管理
に関する知識を身につけている。

諸問題の解決をめざしてみずから思考を深め、
問題解決方法を適切に判断する能力を身につけ
ており、機械材料・切削加工・生産管理・品質
管理に関する知識を組み合わせて適切に判断す
ることができる。

機械工作に関する基礎的な知識と技術に関心を
もち、その習得に向けて意欲的に取り組むとと
もに、実際に活用しようとする創造的・実践的
な態度を身につけている。

機械工作１・２〔実教出版〕

工業

【 知　識　及　び　技　能 】工業科として、ものづくりに関する知識と技能を習得するために意欲的に活動できる。

工業科として、ものづくりに必要な思考を深め、問題解決を図る為の判断及び表現を高める。

工業科として、ものづくりへの興味関心を高め、自ら学ぶ力を向上させる。

（１組：門田） （　組：　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

工業 機械工作
工業 機械工作 2



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度 　　　　　教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ 10
３
学
期

表面処理

①めっき
②化学処理と陽極酸化処理
③いろいろな皮膜処理

考査得点、出席状況、授業態度、毎時間の提
出物などから総合的に評価する

○ ○

○ 10

特殊加工と三次元造形技術

①熱加工
②化学的な加工
③力学的な加工

考査得点、出席状況、授業態度、毎時間の提
出物などから総合的に評価する

○ ○ ○ 5

２
学
期

砥粒加工

①分類
②研削
③砥石車
④いろいろな研削・研磨
⑤遊離砥粒による加工

考査得点、出席状況、授業態度、毎時間の提
出物などから総合的に評価する

○ ○

態
配当
時数

１
学
期

切削加工

①分類
②工作機械と切削工具
③切削工具と切削条件
④切削理論
⑤工作機械の構成と駆動装置

考査得点、出席状況、授業態度、毎時間の提
出物などから総合的に評価する

○ ○ ○ 10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

機械基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

機械工作に関する基礎的な知識と技術を理解
し、ものづくりにおけるいろいろな場面で問題
解決を試みる能力を身につけている。

機械工作に関する問題に対して、基礎的な知識
と技術を活用して展開できるとともに、創意工
夫により解決できる。

身近な製品に興味関心を持ち、そこから得られ
る知識や技術を適切に習得し、ものづくりに活
用する態度を身につけている。

機械工作2〔実教出版〕

工業

【 知　識　及　び　技　能 】 機械工作に関する基礎的な知識と技術を理解して身につけている。

機械のしくみや機械をつくる技術を自然法則と関連付けて考察し、判断できるようにする。

機械工作を材料、計測、生産管理を含めて学び、実際に活用できる能力と態度を身につけている。

（１組：門田） （　組：　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

工業 機械基礎
工業 機械基礎 1



３
月

自動車と環境 自動車の廃棄物とリサイクル、省エネ対策 2

評価の観点・方法
①出席状況、②定期考査、③ワークシートやノートなどの提出物、デジタル教材を活
用した成果等々を総合的に活用し評価する。
定期考査は年3回を予定している。

１
月

自動車と安全 交通災害、自動車の安全装置 3

２
月

自動車と環境 自動車の大気汚染、閑居保全の取り組み 3

１１
月

人と技術と環境 工業生産と製造業 3

１２
月

人と技術と環境 工業技術による社会貢献、人と環境 3

９
月

人と技術と環境 人と技術の歩み 4

10
月

人と技術と環境 社会生活と産業、社会生活と産業 4

６
月

工業計測 表面性状の測定、質量と力の測定 4

７
月

工業計測 温度の測定 2

４
月

工業計測 計測の基礎・計測器 3

５
月

工業計測 長さの測定、三次元形状測定 4

東京都立北豊島工科高等学校　令和7年度　年間授業計画
教科：（工業）科目：【必修選択必修選択】 （機械基礎） 　対象：（第２学年２組）　　

教科担当者：（１組：    ）（２組：福田　）（３組：　 ）（４組：　 ）

使用教科書： 工業技術基礎　自動車工学１・２                           使用教材：なし            単位数：１単位                                           

指導内容
【年間授業計画】

科目「機械基礎」の具体的な指導目標
【年間授業計画】

予定時数



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度　　　　　 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ ○ 12

○ 12

➀各種加工Ⅰ（旋盤・フライス
盤）、ガス溶接、ＣＡＤ実習につい
ての知識と技術の習得
②工作機械や作業設備・実験器具の
扱いや問題点について、その内容や
結果を適切に伝える
③興味・関心をもち、積極的に学ぶ
態度を身に付ける

➀安全作業のもと、作品を完成さ
せる
②作業内容の報告書
③安全作業のもとでの授業態度

➀安全作業のもと作業工程通りに作品が出来
たか
②作業内容について的確に報告できていいる
か
③興味関心を持ち、積極的に学んだか ○ ○ ○ 9

２
学
期

➀各種加工Ⅰ（旋盤・フライス
盤）、ガス溶接、ＣＡＤ実習につい
ての知識と技術の習得
②工作機械や作業設備・実験器具の
扱いや問題点について、その内容や
結果を適切に伝える
③興味・関心をもち、積極的に学ぶ
態度を身に付ける

➀安全作業のもと、作品を完成さ
せる
②作業内容の報告書
③安全作業のもとでの授業態度

➀安全作業のもと作業工程通りに作品が出来
たか
②作業内容について的確に報告できていいる
か
③興味関心を持ち、積極的に学んだか ○ ○

➀各種加工Ⅰ（旋盤・フライス
盤）、ガス溶接、ＣＡＤ実習につい
ての知識と技術の習得
②工作機械や作業設備・実験器具の
扱いや問題点について、その内容や
結果を適切に伝える
③興味・関心をもち、積極的に学ぶ
態度を身に付ける

➀安全作業のもと、作品を完成さ
せる
②作業内容の報告書
③安全作業のもとでの授業態度

➀安全作業のもと作業工程通りに作品が出来
たか
②作業内容について的確に報告できていいる
か
③興味関心を持ち、積極的に学んだか ○

12

➀各種加工Ⅰ（旋盤・フライス
盤）、ガス溶接、ＣＡＤ実習につい
ての知識と技術の習得
②工作機械や作業設備・実験器具の
扱いや問題点について、その内容や
結果を適切に伝える
③興味・関心をもち、積極的に学ぶ
態度を身に付ける

➀安全作業のもと、作品を完成さ
せる
②作業内容の報告書
③安全作業のもとでの授業態度

➀安全作業のもと作業工程通りに作品が出来
たか
②作業内容について的確に報告できていいる
か
③興味関心を持ち、積極的に学んだか ○ ○ ○ 6

➀各種加工Ⅰ（旋盤・フライス
盤）、ガス溶接、ＣＡＤ実習につい
ての知識と技術の習得
②工作機械や作業設備・実験器具の
扱いや問題点について、その内容や
結果を適切に伝える
③興味・関心をもち、積極的に学ぶ
態度を身に付ける

➀安全作業のもと、作品を完成さ
せる
②作業内容の報告書
③安全作業のもとでの授業態度

➀安全作業のもと作業工程通りに作品が出来
たか
②作業内容について的確に報告できていいる
か
③興味関心を持ち、積極的に学んだか ○ ○ ○

➀安全作業のもと、作品を完成さ
せる
②作業内容の報告書
③安全作業のもとでの授業態度

➀安全作業のもと作業工程通りに作品が出来
たか
②作業内容について的確に報告できていいる
か
③興味関心を持ち、積極的に学んだか ○ ○ ○ 12

配当
時数

１
学
期

➀各種加工Ⅰ（旋盤・フライス
盤）、ガス溶接、ＣＡＤ実習につい
ての知識と技術の習得
②工作機械や作業設備・実験器具の
扱いや問題点について、その内容や
結果を適切に伝える
③興味・関心をもち、積極的に学ぶ
態度を身に付ける

➀安全作業のもと、作品を完成さ
せる
②作業内容の報告書
③安全作業のもとでの授業態度

➀安全作業のもと作業工程通りに作品が出来
たか
②作業内容について的確に報告できていいる
か
③興味関心を持ち、積極的に学んだか ○ ○ ○ 6

➀各種加工Ⅰ（旋盤・フライス
盤）、ガス溶接、ＣＡＤ実習につい
ての知識と技術の習得
②工作機械や作業設備・実験器具の
扱いや問題点について、その内容や
結果を適切に伝える
③興味・関心をもち、積極的に学ぶ
態度を身に付ける

科目の工業技術基礎を習得したのちの工業の各
分野に関する基礎的な知識と技術を身に付け、
実際の仕事を適切に処理する能力を身に付いて
いるか。

科目の工業技術基礎を習得したのちの工業に関
する諸問題の適切な解決を目指して、的確に表
現し伝える能力を身に付けているか。

科目の工業技術基礎を習得したのちの工業技術
について主体的に興味・関心をもち、積極的に
学ぶ態度を身に付けているか。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【 知　識　及　び　技　能 】各種加工Ⅰ（旋盤・フライス盤）、ガス溶接、ＣＡＤの知識と技術を身に付ける

工作機械や作業設備・実験器具の扱いや問題点について、その内容や結果を適切に伝える

実習授業について興味関心を持ち積極的に行動する

実習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

（１組：春日・村里・栗股・島倉・本間）（　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）

工業技術基礎

工業

工業 実習
工業 実習 3



○ ○

9

合計

105

○ 9

➀各種加工Ⅰ（旋盤・フライス
盤）、ガス溶接、ＣＡＤ実習につい
ての知識と技術の習得
②工作機械や作業設備・実験器具の
扱いや問題点について、その内容や
結果を適切に伝える
③興味・関心をもち、積極的に学ぶ
態度を身に付ける

➀安全作業のもと、作品を完成さ
せる
②作業内容の報告書
③安全作業のもとでの授業態度

➀安全作業のもと作業工程通りに作品が出来
たか
②作業内容について的確に報告できていいる
か
③興味関心を持ち、積極的に学んだか ○ ○ ○ 9

３
学
期

➀各種加工Ⅰ（旋盤・フライス
盤）、ガス溶接、ＣＡＤ実習につい
ての知識と技術の習得
②工作機械や作業設備・実験器具の
扱いや問題点について、その内容や
結果を適切に伝える
③興味・関心をもち、積極的に学ぶ
態度を身に付ける

➀安全作業のもと、作品を完成さ
せる
②作業内容の報告書
③安全作業のもとでの授業態度

➀安全作業のもと作業工程通りに作品が出来
たか
②作業内容について的確に報告できていいる
か
③興味関心を持ち、積極的に学んだか ○ ○

➀各種加工Ⅰ（旋盤・フライス
盤）、ガス溶接、ＣＡＤ実習につい
ての知識と技術の習得
②工作機械や作業設備・実験器具の
扱いや問題点について、その内容や
結果を適切に伝える
③興味・関心をもち、積極的に学ぶ
態度を身に付ける

➀安全作業のもと、作品を完成さ
せる
②作業内容の報告書
③安全作業のもとでの授業態度

➀安全作業のもと作業工程通りに作品が出来
たか
②作業内容について的確に報告できていいる
か
③興味関心を持ち、積極的に学んだか ○

➀各種加工Ⅰ（旋盤・フライス
盤）、ガス溶接、ＣＡＤ実習につい
ての知識と技術の習得
②工作機械や作業設備・実験器具の
扱いや問題点について、その内容や
結果を適切に伝える
③興味・関心をもち、積極的に学ぶ
態度を身に付ける

➀安全作業のもと、作品を完成さ
せる
②作業内容の報告書
③安全作業のもとでの授業態度

➀安全作業のもと作業工程通りに作品が出来
たか
②作業内容について的確に報告できていいる
か
③興味関心を持ち、積極的に学んだか ○ ○ ○ 9

２
学
期



年間授業計画

高等学校 令和７年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 2 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ 12

３
学
期

➀自動車の日常点検・リレーを
使った制御・CAD/CAM・流体実験に
ついての知識と技術の習得
②実習設備・実験器具の扱いや問
題点について、その内容や結果を
適切に伝える
③興味・関心をもち、積極的に学
ぶ態度を身に付ける

➀安全作業のもと、各課題を完成
させる
②作業内容の報告書
③安全作業のもとでの授業態度

➀安全作業のもと作業工程通りに実習を行う
ことが出来たか
②作業内容について的確に報告できていいる
か
③興味関心を持ち、積極的に学んだか ○ ○

○ ○ 9

➀自動車の日常点検・リレーを
使った制御・CAD/CAM・流体実験に
ついての知識と技術の習得
②実習設備・実験器具の扱いや問
題点について、その内容や結果を
適切に伝える
③興味・関心をもち、積極的に学
ぶ態度を身に付ける

➀安全作業のもと、各課題を完成
させる
②作業内容の報告書
③安全作業のもとでの授業態度

➀安全作業のもと作業工程通りに実習を行う
ことが出来たか
②作業内容について的確に報告できていいる
か
③興味関心を持ち、積極的に学んだか ○ ○ ○ 6

○ 12

➀自動車の日常点検・リレーを
使った制御・CAD/CAM・流体実験に
ついての知識と技術の習得
②実習設備・実験器具の扱いや問
題点について、その内容や結果を
適切に伝える
③興味・関心をもち、積極的に学
ぶ態度を身に付ける

➀安全作業のもと、各課題を完成
させる
②作業内容の報告書
③安全作業のもとでの授業態度

➀安全作業のもと作業工程通りに実習を行う
ことが出来たか
②作業内容について的確に報告できていいる
か
③興味関心を持ち、積極的に学んだか ○ ○ ○ 12

２
学
期

➀自動車の日常点検・リレーを
使った制御・CAD/CAM・流体実験に
ついての知識と技術の習得
②実習設備・実験器具の扱いや問
題点について、その内容や結果を
適切に伝える
③興味・関心をもち、積極的に学
ぶ態度を身に付ける

➀安全作業のもと、各課題を完成
させる
②作業内容の報告書
③安全作業のもとでの授業態度

➀安全作業のもと作業工程通りに実習を行う
ことが出来たか
②作業内容について的確に報告できていいる
か
③興味関心を持ち、積極的に学んだか ○ ○

➀自動車の日常点検・リレーを
使った制御・CAD/CAM・流体実験に
ついての知識と技術の習得
②実習設備・実験器具の扱いや問
題点について、その内容や結果を
適切に伝える
③興味・関心をもち、積極的に学
ぶ態度を身に付ける

➀安全作業のもと、各課題を完成
させる
②作業内容の報告書
③安全作業のもとでの授業態度

➀安全作業のもと作業工程通りに実習を行う
ことが出来たか
②作業内容について的確に報告できていいる
か
③興味関心を持ち、積極的に学んだか ○

9

➀自動車の日常点検・リレーを
使った制御・CAD/CAM・流体実験に
ついての知識と技術の習得
②実習設備・実験器具の扱いや問
題点について、その内容や結果を
適切に伝える
③興味・関心をもち、積極的に学
ぶ態度を身に付ける

➀安全作業のもと、各課題を完成
させる
②作業内容の報告書
③安全作業のもとでの授業態度

➀安全作業のもと作業工程通りに実習を行う
ことが出来たか
②作業内容について的確に報告できていいる
か
③興味関心を持ち、積極的に学んだか ○ ○ ○ 3

➀自動車の日常点検・リレーを
使った制御・CAD/CAM・流体実験に
ついての知識と技術の習得
②実習設備・実験器具の扱いや問
題点について、その内容や結果を
適切に伝える
③興味・関心をもち、積極的に学
ぶ態度を身に付ける

➀安全作業のもと、各課題を完成
させる
②作業内容の報告書
③安全作業のもとでの授業態度

➀安全作業のもと作業工程通りに実習を行う
ことが出来たか
②作業内容について的確に報告できていいる
か
③興味関心を持ち、積極的に学んだか

○ ○ ○

➀安全作業のもと、各課題を完成
させる
②作業内容の報告書
③安全作業のもとでの授業態度

➀安全作業のもと作業工程通りに実習を行う
ことが出来たか
②作業内容について的確に報告できていいる
か
③興味関心を持ち、積極的に学んだか

○ ○ ○ 9

配当
時数

１
学
期

➀自動車の日常点検・リレーを
使った制御・CAD/CAM・流体実験に
ついての知識と技術の習得
②実習設備・実験器具の扱いや問
題点について、その内容や結果を
適切に伝える
③興味・関心をもち、積極的に学
ぶ態度を身に付ける

➀安全作業のもと、各課題を完成
させる
②作業内容の報告書
③安全作業のもとでの授業態度

➀安全作業のもと作業工程通りに実習を行う
ことが出来たか
②作業内容について的確に報告できていいる
か
③興味関心を持ち、積極的に学んだか ○ ○ ○ 6

➀自動車の日常点検・リレーを
使った制御・CAD/CAM・流体実験に
ついての知識と技術の習得
②実習設備・実験器具の扱いや問
題点について、その内容や結果を
適切に伝える
③興味・関心をもち、積極的に学
ぶ態度を身に付ける

科目の工業技術基礎を習得したのちの工業の各
分野に関する基礎的な知識と技術を身に付け、
実際の仕事を適切に処理する能力を身に付いて
いるか。

科目の工業技術基礎を習得したのちの工業に関
する諸問題の適切な解決を目指して、的確に表
現し伝える能力を身に付けているか。

科目の工業技術基礎を習得したのちの工業技術
について主体的に興味・関心をもち、積極的に
学ぶ態度を身に付けているか。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【 知　識　及　び　技　能 】自動車の日常点検・リレーを使った制御・CAD/CAM・流体実験の知識と技術を身に付ける

実習設備・実験器具の扱いや問題点について、その内容や結果を適切に伝える

実習授業について興味関心を持ち積極的に行動する

実習（整備・制御）

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

（２組：岩間・北爪・栗股） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

工業技術基礎・原動機・自校作成テキスト

工業

工業 実習（整備・制御）

工業 実習（整備・制御） 3



○ ○

3

合計

93

○ 12

➀自動車の日常点検・リレーを
使った制御・CAD/CAM・流体実験に
ついての知識と技術の習得
②実習設備・実験器具の扱いや問
題点について、その内容や結果を
適切に伝える
③興味・関心をもち、積極的に学
ぶ態度を身に付ける

➀安全作業のもと、各課題を完成
させる
②作業内容の報告書
③安全作業のもとでの授業態度

➀安全作業のもと作業工程通りに実習を行う
ことが出来たか
②作業内容について的確に報告できていいる
か
③興味関心を持ち、積極的に学んだか

○ ○ ○ 12
３
学
期

➀自動車の日常点検・リレーを
使った制御・CAD/CAM・流体実験に
ついての知識と技術の習得
②実習設備・実験器具の扱いや問
題点について、その内容や結果を
適切に伝える
③興味・関心をもち、積極的に学
ぶ態度を身に付ける

➀安全作業のもと、各課題を完成
させる
②作業内容の報告書
③安全作業のもとでの授業態度

➀安全作業のもと作業工程通りに実習を行う
ことが出来たか
②作業内容について的確に報告できていいる
か
③興味関心を持ち、積極的に学んだか ○ ○

➀自動車の日常点検・リレーを
使った制御・CAD/CAM・流体実験に
ついての知識と技術の習得
②実習設備・実験器具の扱いや問
題点について、その内容や結果を
適切に伝える
③興味・関心をもち、積極的に学
ぶ態度を身に付ける

➀安全作業のもと、各課題を完成
させる
②作業内容の報告書
③安全作業のもとでの授業態度

➀安全作業のもと作業工程通りに実習を行う
ことが出来たか
②作業内容について的確に報告できていいる
か
③興味関心を持ち、積極的に学んだか ○



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度 　　　　　　教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 4 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ 18
３
学
期

電気計測・各種波形

①測定量の取り扱い
②電気計器の原理と構造
③基礎量の測定
④非正弦派交流
⑤過渡現象

考査、出席状況、授業態度、学習に関する取
り組み

○ ○

①三郎交流の基礎
②三相交流回路
③回転磁界

考査、出席状況、授業態度、学習に関する取
り組み

○ ○ ○ 13

13

２
学
期

交流回路の計算

①記号法の取り扱い
②記号法による計算
③回路に関する定理

考査、出席状況、授業態度、学習に関する取
り組み

○ ○ ○ 13

三相交流

交流回路

①交流回路の発生と表し方
②交流回路の電流・電圧
③交流回路の電力

考査、出席状況、授業態度、学習に関する取
り組み

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

静電気

①電荷と電解
②コンデンサ
③絶縁破壊と放電現象

考査、出席状況、授業態度、学習に関する取
り組み

○ ○ ○ 13

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

電気回路2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

電気回路に関する基礎的な知識と技術を理解
し、直流回路、交流回路に関する知識を身につ
けている。

諸問題の解決をめざしてみずから思考を深め、問題解決
方法を適切に判断する能力を身につけており、直流回
路、交流回路に関する知識を組み合わせて適切に判断す
ることができる。

直流回路、交流回路に関する基礎的な知識と技
術に関心をもち、その習得に向けて意欲的に取
り組むとともに、実際に活用しようとする創造
的・実践的な態度を身につけている。

電気回路2〔実教出版〕

工業

【 知　識　及　び　技　能 】工業科として、ものづくりに関する知識と技能を習得するために意欲的に活動できる。

工業科として、ものづくりに必要な思考を深め、問題解決を図る為の判断及び表現を高める。

工業科として、ものづくりへの興味関心を高め、自ら学ぶ力を向上させる。

（4組：平出　　） （　3組：平出　　）（　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

工業 電気回路2
工業 電気回路2 2



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（２年生） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 4 組～ 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ 12

３
学
期

〇パルスに関する基本的な事項及び
ＣＲ回路の応答について理解を深め
る。
〇各種マルチバイブレータの回路と
動作について理解を深める。
〇波形整形波回路について理解を深
める。

〇パルス波形とＣＲ回路の応答
〇マルチバイブレータ
〇波形整形回路

〇主体的に学習に対する取り組み及び授業態度
〇ワークシート等を思考・判断に基づいて作成
した提出物
〇電子回路の基本的知識・技能を身に付ける出
席状況 ○ ○

12

定期考査 ○ ○ 1

〇変調と復調のの原理や種類につい
て理解を深める。
〇振幅変調の基礎と復調の基礎につ
いて理解を深める。
〇周波数変調の基礎と復調の基礎に
ついて理解を深める。

〇変調・復調の基本
〇振幅変調・復調
〇周波数変調・復調

〇主体的に学習に対する取り組み及び授業態
度
〇ワークシート等を思考・判断に基づいて作成し
た提出物
〇電子回路の基本的知識・技能を身に付ける出
席状況

○ ○ ○

1

〇コンデンサ（Ｃ）と抵抗（Ｒ）を用いた
回路の動作原理ついて理解を深め
る。
〇水晶発振回路の動作原理につい
て理解を深める。

〇ＣＲ発信回路
〇水晶発振回路

〇主体的に学習に対する取り組み及び授業態
度
〇ワークシート等を思考・判断に基づいて作成し
た提出物
〇電子回路の基本的知識・技能を身に付ける出
席状況

○ ○ ○ 6

定期考査 ○ ○

〇発信回路の基礎
〇ＬＣ発信回路

〇主体的に学習に対する取り組み及び授業態
度
〇ワークシート等を思考・判断に基づいて作成し
た提出物
〇電子回路の基本的知識・技能を身に付ける出
席状況

○ ○ ○ 6

1

２
学
期

〇増幅回路内部では、波形がひずん
だり、雑音が発生するため、問題を改
善するために使用される負帰還増幅
回路について、理解を深める。
〇差動増幅回路の概要を知るととも
に演算増幅器の特徴及び使い方に
ついて理解を深める。
〇電力増幅回路で、効率よく増幅す
るか、発熱に対して動作を安定させる
か理解を深める。
〇同調回路を用いて特定の周波数の
範囲だけ増幅するか理解を深める。

〇負帰還増幅回路
〇差動増幅回路と演算増幅器
〇電力増幅回路
〇高周波増幅回路

〇主体的に学習に対する取り組み及び授業態度
〇ワークシート等を思考・判断に基づいて作成
した提出物
〇電子回路の基本的知識・技能を身に付ける出
席状況

○ ○ ○ 12

〇発信回路の原理と、回路が発信す
る条件などについて理解を深める。
〇コイル（Ｌ）とコンデンサ（Ｃ）
を用いた回路の動作原理や実際の回
路について理解を深める。

定期考査 ○ ○

1

〇トランジスタによる電圧・電流・
電力の増幅について、原理・増幅器
に関する基礎的な理解を深める。
〇トランジスタの基本的な使用方
法、増幅度の計算方法の理解を深め
る。
〇バイアス回路の種類・特徴・安定
度について理解を深める。
〇小信号増幅回路の増幅度と周波数
特性、コンデンサの影響について理
解を深める。
〇電流帰還バイアス回路を用いた回
路を設計し、電圧・電流増幅度や入
出力インピーダンスの計算について
理解を深める。
〇電界効果トランジスタを用いた小
信号回路について理解を深める。

〇増幅とは
〇トランジスタ増幅回路の基礎
〇トランジスタのバイアス回路
〇トランジスタによる小信号増幅回
路
〇トランジスタによる小信号臓腑回
路の設計
〇電界効果トランジスタによる小信
増幅回路

〇主体的に学習に対する取り組み及び授業態度
〇ワークシート等を思考・判断に基づいて作成
した提出物
〇電子回路の基本的知識・技能を身に付ける出
席状況

○ ○ ○ 20

定期考査 ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

〇電子回路を形づくる半導体の利用
したものであり、種類や電気的性質
の理解を深める。
〇ダイオードの特性・種類・利用法
について理解を深める。
〇トランジスタの動作原理や統制に
ついて理解を深める。
〇電界効果トランジスタの構造や基
本的な動作原理について理解を深め
る。
〇その他の半導体素子について知る
とともに理解を深める。
〇半導体基板上につくり込んだ集積
回路について、理解するとともに基
礎となる部分について理解を深め
る。

〇半導体
〇ダイオード
〇トランジスタ
〇電界効果トランジスタ
〇その他の半導体素子
〇集積回路

〇主体的に学習に対する取り組み及び授業態度
〇ワークシート等を思考・判断に基づいて作成
した提出物
〇電子回路の基本的知識・技能を身に付ける出
席状況

○ ○ ○ 20

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

電子回路

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

電子回路において、機能や特性を踏まえて理解す
るとともに、関連する技術を身につけるようにす
る。

電子回路に関する課題を発見し、技術者として
科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し
解決する能力を養う。

電子回路を設計・制作する力の向上を目指して自
ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り組
む態度を養う。

電子回路　　実教出版

工業

【 知　識　及　び　技　能 】工業科として、ものづくりに関する知識と技能を習得するために意欲的に活動できる。

工業科として、ものづくりに必要な思考を深め、問題解決を図る為の判断及び表現を高める。

工業科として、ものづくりへの興味関心を高め、自ら学ぶ力を向上させる。

（４組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

工業 電子回路
工業 電子回路



○ 1

○ 12

〇交流電圧から直流電圧に変換させ
る電源回路の構成及び諸特性につい
て理解を深める。
〇直列制御電源回路における安定回
路（直列制御安定化回路）について
理解を深める。
〇スイッチング制御電源回路の基本
について理解を深める。

〇電源回路の基礎
〇直列制御電源回路
〇スイッチング制御電源回路

〇主体的に学習に対する取り組み及び授業態度
〇ワークシート等を思考・判断に基づいて作成
した提出物
〇電子回路の基本的知識・技能を身に付ける出
席状況 ○ ○ ○ 12

３
学
期

〇パルスに関する基本的な事項及び
ＣＲ回路の応答について理解を深め
る。
〇各種マルチバイブレータの回路と
動作について理解を深める。
〇波形整形波回路について理解を深
める。

〇パルス波形とＣＲ回路の応答
〇マルチバイブレータ
〇波形整形回路

〇主体的に学習に対する取り組み及び授業態度
〇ワークシート等を思考・判断に基づいて作成
した提出物
〇電子回路の基本的知識・技能を身に付ける出
席状況 ○ ○

定期考査 ○



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度 　　　　　　教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 4 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ 18
３
学
期

マイクロコンピュータの組込み技
術

①組込みシステムの概要
②組込みシステムの開発
③組込み用マイコン
④組込みソフトウェアの基本
⑤組込みシステム用ＯＳの機能
⑥開発環境

考査、出席状況、授業態度、学習に関する取
り組み

○ ○

①プログラム言語
②アセンブリ言語によるプログラ
ミング
③Cによるプログラム
④制御プログラム

考査、出席状況、授業態度、学習に関する取
り組み

○ ○ ○ 14

12

２
学
期

コンピュータによる制御

①コンピュータによる制御の概要
②インタフェース
③センサとアクチュエータ
④割込み処理 考査、出席状況、授業態度、学習に関する取

り組み
○ ○ ○ 14

制御プログラム

コンピュータの構成

①コンピュータの種類と機能
②コンピュータの動作と中央処理
装置
③主記憶装置
④補助記憶装置

考査、出席状況、授業態度、学習に関する取
り組み

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

コンピュータの電子回路

①データの表現
②論理回路の基礎
③電子素子とディジタル回路
④論理式の簡単化 考査、出席状況、授業態度、学習に関する取

り組み
○ ○ ○ 12

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

ハードウェア技術

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

ハードウェア技術に関する基礎的な知識と技術
を理解し、コンピュータの電子回路、コン
ピュータの構成、コンピュータによる制御、制
御プログラム、マイクロコンピュータの組込み
技術に関する知識を身につけている。

諸問題の解決をめざしてみずから思考を深め、問題解決
方法を適切に判断する能力を身につけており、コン
ピュータの電子回路、コンピュータの構成、コンピュー
タによる制御、制御プログラム、マイクロコンピュータ
の組込み技術に関する知識を組み合わせて適切に判断す
ることができる。

ハードウェア技術に関する基礎的な知識と技術
に関心をもち、その習得に向けて意欲的に取り
組むとともに、実際に活用しようとする創造
的・実践的な態度を身につけている。

ハードウェア技術〔実教出版〕

工業

【 知　識　及　び　技　能 】工業科として、ものづくりに関する知識と技能を習得するために意欲的に活動できる。

工業科として、ものづくりに必要な思考を深め、問題解決を図る為の判断及び表現を高める。

工業科として、ものづくりへの興味関心を高め、自ら学ぶ力を向上させる。

（4組：川崎　　） （　組：　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

工業 ハードウェア技術

工業 ハードウェア技術 2



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度 　　　　　　教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 4 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ 24

３
学
期

①テーマ別研究
②発表

①これまでに学んだ防災に関する
テーマの中から、1つを選び研究を
行う。
②情報を収集・まとめ、発表を行
う。

出席状況、授業態度、学習に関する取り組
み、報告書の提出

○ ○ ○ 14

２
学
期

①水難救助訓練
②防災学習
③重機の操作
④ハザードマップの分析
⑤高齢者体験
⑥ロープワーク
⑦応急処置
⑧避難所生活
⑨防災設備

①河川の氾濫を想定し、水害時の
救助方法を学ぶ。
②防災館を見学し、防災に関する
基礎知識を身につける。
③パワーショベルの操作を体験
し、災害時に役に立つ技術を身に
つける。
④WebGISを用いて、地域ごとの災
害リスクを考える。
⑤高齢者体験キットを用いて、災
害時に必要なサポートを考える。
⑥ロープワークを体験し、緊急時
に役立つ技能を身につける。
⑦応急処置の技術を体験し、災害
時に自分や周りの人を助けられる
技能を身につける。
⑧避難所の生活を学び、段ボール
ベッドや簡易トイレの組み立てを
体験する。
⑨警報装置や消火設備などの防災
設備について学習・体験すること
で、災害時にそれらを活用する技
能を身につける。

出席状況、授業態度、学習に関する取り組
み、報告書の提出

○ ○

配当
時数

１
学
期

オリエンテーション
①避難所運営
②震災の歴史
③建物の耐震構造
④避難所運営シミュレーション
⑤避難所開設訓練

※　オリエンテーション･･授業計
画,防災教育
①避難所の実例を学び、災害時に
必要となる支援について考える。
②過去の震災について学び、必要
な備えを考える。
③建物の耐震について学び、災害
時に危険を避け行動できる知識を
身につける。
④避難所の運営をシミュレーショ
ンすることで、様々な配慮が必要
なことを学ぶ。
⑤避難所開設訓練を通し、事前に
様々な準備が必要なことや、物資
の供給などの重要性を学ぶ。

出席状況、授業態度、学習に関する取り組
み、報告書の提出

○ ○ ○ 14

探究の過程において，課題の発見と解決に必要
な知識及び技能を身に付け，課題に関わる概念
を形成し，探究の意義や価値を理解するように
する。

実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだし，
自分で課題を立て，情報を集め，整理・分析して，まと
め・表現することができるようにする。

探究に主体的・協働的に取り組むとともに，互
いのよさを生かしながら，新たな価値を創造
し，よりよい社会を実現しようとする態度を養
う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【 知　識　及　び　技　能 】課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身につける。

実社会や実生活との関わりを見出し、自分で課題を立て、情報を集め、まとめ・表現することができるようになる。

探究に主体的・共同的に取り組み、よりよい社会を実現しようとする態度を養う。

探究防災Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

青柳・柳沢・相沢・槙野・野末・松本・益永・渡邊・岩間

なし

総合的な探究の時間

総合的な探究の時間 探究防災Ⅱ
総合的な探究の時間 探究防災Ⅱ 2


